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自民党と保守の会の相違点(１ 
総務委員会における、決算認定の付帯意見

において、自民党と私が属する「保守の会」

が著しく異なるスタンスを取りました。 

 
 「保守の会」の深沢ひろふみ委員は、「（７）

予算計上していない歳出に流用を用いるの

は避けられたい」と、「（８）ワーゲンバス

の件に見られる急な変更のない様、予算計画

を立てることを 努められたい」と提起しま

した。これは市庁舎１F に展示している中古

のフォルクスワーゲンの購入、塗装、修理の

費用支出が議会に出さない流用で行われた

ことへの異議、今後の流用の自粛を求めたも

ので、白川哲也議員の本会議一般質問の続き

となるものでした。行政の説明では、その購

入した中古フォルクスワーゲンは希少性が

あるもので、今後開催される町田市内のイベ

ントでも人気が出るはずだというものでし

た。深沢委員は、もしそうであるならば、今

後の事業予定自体を予算として議会に示し、

審議の対象にするべきではないかと提起し

ました。上記の２点の「案」は、いずれも自

民党委員を除いて、全会派委員から賛成を得

て、可決しました。翻って自民党にあっては、

行政の施策目的が「人集めの事業」であるも

のには、結果や経過を問わず、ことごとく意

見をつけずに賛成する趣旨に思えました。 

  

自民党と保守の会の相違点(２ 

  

吉田つとむは、左記の決算認定の付帯意見

として、「（１８）町田新産業創造センター

の事業に関して、事業の規模と施設に見合っ

た目立った成果（上場企業など）を示す事業

所を誕生させることを明白な目標に掲げら

れたい。」、および、「（１９）町田新産業創

造センターの事業の成果に関して、市内で起

業した事業所 数の目標設定が例年増加する

設定になっているが、現実は下降し続けてい

る。評価を明確にする目的で、いずれかを現

実に合わせられたい」と提起しました。 

前者では、この施設（町田新産業創造セン

ター）はすでにスタートして６年目を迎えて

おり、目立った成功事例を輩出する必要があ

ると指摘したものです。後者では、行政が作

成した課別・事業別行政評価シートの記載数

字や分析の文章を見比べて矛盾点があるこ

とでその改善を求めたものです。これらの提

起に対して、自民党を除いた全ての会派委員

から賛同を得て可決となり、決算認定の総務

委員会の付帯意見（多数意見）となりました。

自民党にあっては、ここでも行政に異論を述

べることを避けたいスタンスを取りました。 

 

★ 政党無所属・市議会は保守の会 mail : yoshidaben@gmail.com 
URL http://j-expert.jp/  動画 http://jp.youtube.com/yoshidaben  
編集者 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（自宅） 
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町田市議会議員 ３期連続トップ当選 

吉田つとむ 
取材・記事作成・総合編集 

 
左上はブログ 

右上は新規の 

ビジュアルサイト  
インターン生募集中 
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研修レポート⑩ 立木優花 
 インターンシップの最終日程では、吉田つ

とむ議員と一緒に湯島天満宮（湯島天神）へ

就職祈願に行きました。湯島天神は、学問の

神様として菅原道真公が祀られている歴史

ある神社です。今の時期ですら、既に絵馬が

ぎっしり掛けられていたので受験シーズン

はさらに参拝者が増えるのだと思いました。

絵馬にはそれぞれ学業成就の願い事が多く

書かれていました。さらに、日本語のみなら

ず様々の外国語で書かれた願い事も多く見

受けられました。湯島天神は外国人観光客か

ら人気を集めるパワースポットです。 

神社の周辺には上野動物公園や美術館、旧

岩崎邸庭園などの観光地が沢山あり、多くの

見学者が訪れています。 

 

 

研修レポート⑩ 永濱 一久 

  

初めての合気道の観覧でした。競技?自体

の知識も不十分ではありましたが、この審査

会では多くの可憐な技を見ることができま

した。合気道には試合はなく勝敗や優劣をつ

けるものではなく、稽古という位置づけで

す。二人一組がお互いに交互に技をかけあう

ことを繰り返します。敵を倒すための技を鍛

錬するのではなく自分自身の気を稽古によ

って練り、自身の心身鍛錬を目標としている

為一つ一つの所作が美しいです。現代ではダ

イエットや健康のために初心者でも始める

ことができると話題のスポーツでもありま

す。仕事や日々のストレスが何かと多い現代

社会において合気道はそれらの問題を解決

に導くものかもしれません。 

 
今回の審査会にいらした養昭館館長の茂

野先生はルールや魅力について私に丁寧に

伝えてくださいました。改めて感謝いたしま

す。一見同じように見える技でも細かいとこ

ろで違いや味がある。音楽と似ている点があ

るのかもしれません。 

（吉田注：）「可憐」より、「華麗」と言うの

が技でしょう。また、「稽古」と記していま

すが、この日は演武の審査会でした。 

★ 吉田つとむのインターンシップは 1998年に開始、町田市役所のインターンシップ受け入れや、中学生の職場体験に先行実施  
★ 大学生・院生を対象に、議員活動に同行することを通じて社会勉強を支援しています。 

インターン希望の方、関心がある方は、ホームページの掲載要旨をご覧の上、ご連絡ください。 

東京家政大学３年生 立木優花(第 41期生) 

明治大学３年生 永濱 一久(第 42期生) 


